


新年のご挨拶 

                   第65期  経 営 方 針 
 

                  絆 の 再 結 
 

 １.元 気  明るい未来を信じ、プラス志向で元気にチャレンジ 

 ２.本 気  真剣な気持ちで、まじめに物事に取組み全力投球する 

 ３.根 気 継続は力なり、愚直に続けることは大きな成果を生む 

 

１.元気・・・・・元気はすべてのはじまり、すべてのもと、活力の源になる力 

「気」とは「心の働き」「心持ち」「天地の間に起こる自然現象」「万物を生成させる根源」とあり、ひ

と口では説明がつかないものです。     

この「気」を使った言葉は「勇気」「根気」「気分」「気質」「天気」「気象」等々三百種以上あるそう

で、その一番はじめのもとの気は「元気」ということです。だから、まず全てのはじめは「元気」でな

ければなりません。近年我が国でもこの元気に欠けている気がします。 

不安な世の中ですが、不安という現実はないわけで、自分で不安をつくっているのです。 

不安になり暗い気持ちになると、ますます不安が大きくなります。 

試練の向こうには、必ず明るい未来を信じ、元気にチャレンジしましょう。 

未来を信じ未来に生きる、プラス志向が大切です。 

 

２.本気・・・・・生まれ変わって本気に、本気はその必要性に気づくこと 

本気とは真剣な気持ち。まじめに取り組むことであり、全力投球することです。以前、ある資格試

験を何度受けてもパスしなかった人が、交通事故にあって会社を退職し、その資格を得ないと生

活出来ない状態に追い込まれた時に、今回は一回で合格したそうで、それは本気になったから

です。自分の生活を守らねばという危機感が動機となったのです。 

また自分の責任感を自覚したことが本気になる場合もあります。 

また自分の使命を見つけてこのために自分の命を使い、命を掛けても悔みないと決心することも

あります。 

この変革の大きな試練に対処するには、まさに本気で立ち

向うことが本質です。 

 

３.根気・・・・・継続は力なり、愚直に根気よく続ける 

ことは大きな成果を生む 

「根気」、物事を続け行う精神力、気力ということで、まさに

継続は力なりといわれるゆえんです。三日坊主なら誰でも

出来ますが、長年続けることは大変なことです。 

イチロー選手が目の前の仕事を黙々と継続させます、これ

こそ一流になるための唯一、かつ最も確実な方法であると

言っています。 

また以前、英国で素晴しい公園の芝生を見て管理人に、ど

うしたらこんな見事な芝生が出来るのですか？と問うと、管

理人は、いや別に難しいことではありません、水をやって草

を取り肥料を与えるだけですと答えたといいます。ただし百

年間と言われ驚いたといいますがまさに百年間も続けたと

は、我々には考えられないことです。 

存在価値ある企業を目指して積み重ねることが大切です。 

      
         謹んで新春のお喜びを申し上げます。 
 

                                                                    代表取締役    髙 藤  元 太 郎  



2 ごあいさつ 

   目標達成祈願 ２００９／１２／１ 

１２月１日戸上神社にて、６５期の目標達成祈願を実施しました。 

祈願後、同神社会館で社長から今期経営方針の主旨公表を受け、各部門長が今期部門品質目

標の発表を行い、社員一同目標達成に向けて心をひとつにしました。                             

   「変える・変わる」でゼロ災 ２０１０／１／１ 

新年おめでとうございます。 
 
 

旧年中は、格別のお引き立てを賜り、厚くお礼申し上げます。 

また、平素から会員の皆様には、協力会の安全衛生活動ならびに労

働災害防止のため、多大なご尽力とご協力を頂きありがとうござい

ます。 

本年も協力会へのご愛顧とご指導をよろしくお願いいたします。 

さて、２０１０年は、これまでにない厳しい経営環境になると思わ

れます。 

わたしたちは、「今やるべきことが、本当にできているのか」を考

え、ゼロベースで自社を見直すことが必要です。 

「変える・変わる」という明確な意志をもち、強い覚悟で一歩踏み

出していきましょう。しかしながら、そのなかで、安全に対する意

識だけは変わりないようにしなければなりません。 

おかげさまで、平成１８年６月以来、ゼロ災を継続しております。 

本年も労働災害防止には最大限の注意をはかり、ゼロ災継続を実践

してまいります。 

新しい年を迎え、髙藤建設様の益々のご発展と皆様方のご健勝を祈

念いたしまして年頭の挨拶と致します。 

髙藤建設安全衛生協力会  会長     

山十株式会社 

     代表取締役  吉田 裕彦 

      周南営業所 ２００９／１２／１ 

この度、１２月１日から、いっそうの業務の効率化を図るため、徳山支店を下記に移転し、

名称を周南営業所に変更する事となりました。  

何卒今後とも倍旧のお引き立てを賜りますようお願い申し上げます。 

【 所長 吉井】 

新住所   〒７４５－００５６ 

            山口県周南市新宿通５丁目４番２８号  昭栄徳山ハイツ ５０６号室  

電  話   ０８３４―２１―１２４２ ＦＡＸ  ０８３４―２２―１３９１   

新名称   髙藤建設株式会社 周南営業所                                                    



桜丘小学校 改修 ▽ 

▽ 

▽ 

▽ 

▽ 

発注者        

設計監理      

工期  

規模  

工事場所 

北九州市  様  

平建築設計事務所有限会社  様 

平成２１年６月１１日 ～ １０月３０日  

ＲＣ造 ４階建て   延べ床面積３,８９８．０３㎡ 

北九州市 

《完成して一言》  

 

内部を木製間仕切りからアルミ

パーテーションに変え、壁と天井

は全て白で統一し、改修前に比

べるとより一層明るくなりました。      

人にやさしい社会に対応し、これ

まで以上に充実した学習ができ

るようになりました。 

 

【建設部 丹羽 】 

竣工報告 

《完成して一言》  

 

   春には桜、秋には紅葉と

自然あふれる武庫川沿いの

閑静な住宅街に白を基調と

し、アクセントで緑を使った外

観、各フロアで色調を変えた

内装と清潔感のある建物と

なりました。 

 

【大阪支店 杉 】 

Ｋ  邸  新  築 Ｋ  様  

稲角建築事務所  様  

平成２１年６月１７日～１１月3０日 

鉄骨造 ３階建て   延べ床面積 ２４５．７５㎡ 

兵庫県尼崎市  

▽ 

▽ 

▽ 

▽ 

▽ 

発注者        

設計監理 

工期  

規模 

工事場所 
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ただいま施工中 3A 

▽発注者         日本サルヴェージ株式会社 様 

▽設計管理    当社 

▽工期         平成21年11月1日～平成22年3月20日 

▽工事場所     北九州市  

▽概要         Ｓ造 平屋建て 述べ床面積2,100㎡の倉庫新築工事です。現在 

                         は鉄骨の建て方及び外部足場の組み立てを行っている状況です 

日本サルヴェージ新門司倉庫 

▽発注者     有限会社 山本ビル 様 

▽委託設計管理 豊川設計  様 

▽工期          平成21年6月17日～平成22年2月28日 

▽工事場所     北九州市  

▽概要          RC造 4階建て 述べ床面積710.83㎡の独身寮新築工事です。 

            現在は４階の躯体工事・ｺﾝｸﾘｰﾄ打設を行っている状況です 

戸畑新川独身寮 



ただいま施工中 3B 

小嶺他料金所 

九州工業大学研究棟 

▽発注者   九州工業大学 様 

▽工期         平成21年8月15日～平成22年3月17日 

▽工事場所  飯塚市  

▽概要         大学の研究棟の空調機リニューアルに伴い、鉄骨の空調機置場 

          を各階の屋外に設置する工事です 

▽発注者     福岡北九州高速道路公社 様 

▽工  期         平成21年11月19日～平成22年3月10日 

▽工事場所     北九州市  

▽概  要         都市高速の料金所の屋根葺き替えを行い､鉄骨補強､塗装及び 

            塗り替えをする改修工事です 



髙藤建設CS事業部・賃貸マンション 

  賃貸マンション 

リフォームのことなら ご気軽にご相談ください     ℡ 0 9 3 ( 3 8 1 ) 0 4 6 1  
CSとはCUSTOMER  SERVICE(お客様にきめ細かいサービス)を提供します。 
どんな小さな工事でもご気軽にご相談ください。熟練したスタッフが素早く対応いたします。 

  髙藤建設ＣＳ事業部 

外壁改修 外壁改修 

入 居 者 募 集 中 
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当たり年 

昭和25年生 

『五回目の年男』 

早かった？まだまだ若いと思っていたのがいつの間に大台に。 

団塊の世代に育ち、幾多の試練に遭遇し今日を向かえました。 

混沌とした社会の中で悔いを残さないよう今後共頑張っていこうと思います。 

福岡支店     池田 秀樹 

昭和37年生 

 

干支一周まで、あと12年、まだまだ未熟、日々精進あるのみ。 

管理部        萬田 恵一 

誠心誠意の気持ちで信頼を築くこと。 

日々の小さなことの積み重ねを大切にして行きたい。 

営業部       古賀 久智 

当たり年を重ねるに従い、責任ある年代であると実感し、努力を行い、飛躍の

年として行きたいです。 

CS事業部      松尾 倫 

昭和49年生 

年月が過ぎるのが早く、もう3度目の年男。 

常に充実した日々を過ごし続けられる様、全力疾走で頑張ります。 

福岡支店      富安 聖 

何事にも初心を忘れず、１つ１つの物事を丁寧に行い、人の出会いを大切にし

て日々精進していく次第です。 

福岡支店       安井 徹 
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「もういい、１回歩けばいいよね。」「もう、こんな痛い思いはせんでいい。」「もうこんな

バカなことはせん。」と言っていたのはちょうど1年前、２３時間５６分で１００キロを完歩

した後だった。私もあれが最初で最後の１００キロウォークだと思っていた。しかし、吉浦・

古賀・大江の３名は目標を２２時間に設定し、もう一度チャレンジした。 

 昨年の経験を生かして休憩時間を短くし、順調なペースでチェックポイントを通過、前回は

膝・股関節の痛みとの闘いだったが、今回は足の裏のマメたちとの闘いだった。目標には僅か

に達しなかったが、２２時間１０分で３人揃ってゴールすることができた。 

 ゴール地点ではサポート隊の２人が車で迎えに来てくれており、由布高原の宿に直行。普段

では考えられないほど至れり尽くせり風呂や食事の準備をしてくれた。私たちが安心してこの

１００キロウォークに挑戦できるのもサポート隊のおかげである。 

 少しでも興味のある方は声をかけて下さい。来年この感動を一緒に味わいましょう! 

【営業部 大江】 

行橋～別府  ２回目の１００㌔ウォーク ２００９／１０／１０～１１ 

写真左から  吉浦、大江、古賀 

年男を迎えるにあたり、今まで以上に充実した日々を過ごせるよう、努力を怠らず、

健康・安全第一に頑張っていきたいと思います。 

大阪支店         宇佐見 拓也 

  平成２０年４月に入社し、丸２年が過ぎようとしています。次の当たり年になるまで、元気

に頑張りたいと思います。また、次にこの原稿を書くころには、会社の中心として会社に貢献

できる存在になれればと思っています。  

建設部            畑邊 慧二 

 入社して８カ月、４月からは二年生になります。「丙寅」干支の特徴は決断力と才知というこ

とで、まず自分のなすべき行動・とるべき態度を迷わず決めること。また頭の回転・知識を高

めることを目標に一年を過して行きたいと思います。 

建設部           因幡 信一 

6 当たり年   イベント 

 入社してもう１年が過ぎようとしています。現場でよく『女の監督さん!?』と職人さんから驚か

れます。そんな驚きがなくなるよう、たくさんの現場に出て私を覚えていただきたいです。 

まだまだ未熟なところはたくさんありますが、日々成長できるようご指導お願いいたします。 

建設部           大和 沙織 

昭和61年生 



髙藤建設株式会社 
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発  行  
髙藤建設株式会社   髙  藤  元  太  郎 
北九州市門司区東新町1－1－30 

TEL093-381-0461 FAX093-381-0543 

編 集 後 記 

あけましておめでとうございます。 

新年にあたり皆様のご多幸を祈念いたします。 

表紙の写真は新春にふさわしい福岡県宮若市脇

田の「日本一の門松祭」です。これは市内の「ド

リームホープ若宮」の駐車場に設置されており、高

さは１１メートル、２基の門松で、市内の山林から

切り出した真竹やモウソウ竹約３５０本を使い、同

市観光協会の主催で１１月上旬から地元住民の

協力を得て組み立て、今年で１３回目になります。 

この門松作りの企画は、同市の門松まつりのイベ

ントとして実施され、松や南天などの飾りも住民が

持ち寄り、同市の鞍手竜徳高校の生徒も今年の

干支にちなんだ虎を特大の絵馬に描いたり、地元

の皆さんが参加しての町おこしの一環となってい

ます。門松は、木のこずえに神が宿ると考えられて

いたことから、年神を家に迎え入れるための飾りと

されています。これは昔から年頭に一年の無病息

災を願った日本の文化のひとつです。日本のお正

月の雰囲気には欠かせないアイテムですね。 


